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第41回 例会 報告
1998年， 6 月 7 日（土）に， 本会の第41回例会が筑波大学学校教育部において行われた。例会
で行われた唐木清志氏の講演と， 山口泰宏氏の報告の要旨は以下の通りである。




ようなアメリカで， 1970年代，「参加」学習論が成立した。黒人運動 ・ 学生運動 ・ 反戦運動 (1960




「参加」学習論で目標とされた「理想とすべき市民像」が「エリ ー トに対抗して， 自らの権利
張する批判的な市民」であるとするなら， 1980·90年代のそれは「個人的な出来事よりも， 公的
な出来事に関心をもつ公的市民」と変化していくのである。こうした動きの中で， 1980年代の教
育改革以降， アメリカでは，「コミュニティ ・ サ ー ビス学習(community service-learning)」が注目
されるようになった。そして，1990年に「コ ：：：： 一
ー
ヽユーアイサ ー ビス法(National and Co皿nuity Service 
Act of 1990)」が制定されることで，「コミュニティ ・ サ ー ビス学習」は全国的な広がりを見せるよ
うになるのである。
ミネソタ州は，「コミュニティ ・ サ ー ビス学習」に早くから取り組んだ州の一つである。アメリ
カでも指折りの教育州の一つであるミネソタでは， 他朴1に先立ち， 1992年に「青年のコミュニテ
イサ ー ビスためのモデル的な学習結果(Model Leaming Outcomes for the Youth CommunityService)」
というプログラムを開発する。このモデルに基づきながら， 以後， ミネソタではさまざまな「コ
ミュニティ ・ サ ー ビス学習」に関するプログラムが県や学校のレベルで開発された。その内の一
つが， 今回紹介させていただいた， ウェイズカミドルスクールの実践である。デイケンズの小説
にちなんで「クリスマスキャロル」と名付けられたその実践では， 地域住民のホ ームレスに対す
る関心を高めるために， 12月のある夜， 子どもたちが実際にホ ームレスの体験をする。
「コミュニティ ・ サ ー ビス学習」は極めて学際的な学習である。いわゆる「クロスカリキュラ
ム」に基づく実践である。また， 地域の生の素材を教材とするために， 教師および学校のカリキ
ュラム開発能力が問われてくる。これらの点を考えると， 例えば，「総合的な学習」に「コミュニ
























(3)彩の国インタ ー リンクス事業ーマレ ー シアの高校生との交流一
本校では県のインタ ー リンクス事業の師弟を受けてマレ ー シア・ペナン州の高校と交流を続け
ている。私が国際理解教育推進委員としてこの事業に関わったのは平成 8·9·10年度であるが，
地理歴史科の専門性から生徒派遣・受け入れの際の事前学習などを任されることが多い。マレ ー
シアは主にマレ ー 系・中国系・インド系からなる多民族国家であり， 従ってイスラム教・道教（仏
教）・ヒンドゥ ー教が混在している。このような同国の環境は本校生の異文化理解のためのフィ ー
ルドとして絶好の条件を有していると考えている。
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